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かったこととして以下の 4 点を挙げる。(1)小説の全センテンスの約 4 割が会話文であるこ
と。(2)性別では女性の会話文が全体の約 3 割であること。(3)年齢層では約 75％が成年層の
会話であり，若年層は約 20％，老年層は約 5％であること。(4)会話モードでは，電話によ




















                                                  







体的には NDC が 9x3 の形式のものである。表 1 に今回の分析対象1を示した。 
 
表１ 分析対象のファイル数 
NDC 分類 作業済みサンプル数 
913 日本文学・小説 物語 2,160 
923 中国文学・小説 物語 27 
933 英米文学・小説 物語 406 
943 ドイツ文学・小説 物語 8 
953 フランス文学・小説 物語 46 
963 スペイン文学・小説 物語 2 
973 イタリア文学・小説 物語 6 


























                                                  
1 図書館サブコーパスの小説全体は2,707サンプルであり，表1はそれに44サンプル足りない。
内訳は日本文学・小説物語 29，英米文学・小説物語 13，ドイツ文学・小説物語 1，フランス文
学・小説物語 2 である。 
2 センテンスを数える単位を便宜的に「行」とする。 







には，若干その例外に当たるものもある。以下，例を 3 つ挙げる。1 つ目は，伝達媒体が声
でない場合である。具体的には SF などにおけるテレパシーによる会話や，コンピュータ画




内発話は 5,170 行あり，800 のサンプルに出現している。 
 3 つめは沈黙である。沈黙は，多くの場合「…」で示され，発話自体は存在していないが，








表 2 話者の属性 
属性 説明 付与した行数 
話者名 （サンプル内での）登場人物の呼び名 270,388 
性別 男，女，不明 267,947 
年齢層 若年層（～19 歳），成年層（20～59 歳），老年層（60
歳以上） 263,510 
年代の確信レベル 年代の推定が極めて難しい場合に○ 48,280 








会話認定情報 2 会話に準ずる場合に判定した根拠を記入 12,533 
備考 注記 103,138 
職業 発話者の職業，社会的身分 18,073 
相手 会話の相手 197,544 
 
 もっとも情報が付与された数が多い，話者名を基準にすると，性別はそれに対して 99.1%，
年齢層は 97.5%6，職業は 66.8%，相手は 73.1%の付与率である。しかし，情報が付与され
ていても，その内容が「不明」となっているものがある。「不明」が付けられたのは，話者
名で 108 行，性別で 6,163 行，年齢層で 453 行であった。これらの数字のアンバランスは，
                                                  
4 表 2 の会話認定情報 1 に「心内発話」と記入されている。 
5 具体的な年齢が判明している場合は，備考欄「注記」に記入してある。 











会話文の数は 270,388 行となり，全体の 43.9%になる。また，各サンプルにおいて，会話
文の数を全体の文数で割った値である，会話文率が求められる。図１に話者情報を付与し

























図 2 会話文率（日本の小説と外国の小説） 
 
 以下の分析では，日本の小説（ＮＤＣが 913）と外国の小説（ＮＤＣが 923，933 など）
とに分けた集計結果を示す。図２は，日本文学（913）とそれ以外の外国の小説の会話分率
の比較である。外国の小説の方が少し値が高いようであるが8，ウェルチの t 検定の結果，
5%水準で有意差はなかった（p = .0806） 
 
４．2 性別 
 性別は単独の話者で発話しているもののみを対象とする。複数人の発話は 6,380 行ある
がこれらは集計の対象外とした。表 3 は性別の会話文の数である。女性による会話が全体
                                                  
7 年齢層の確信度に不安がある場合は，「年代の確信レベル」欄に〇が付与されている。 
8 外国の小説は平均 0.4319，中央値 0.4460，日本の小説は平均値 0.4131，中央値 0.4240 である。 
言語資源活用ワークショップ2019発表論文集
316 2019年9月2日– 4日
 の約 3 割であった。この傾向は日本の小説でも外国の小説でもほとんど同じであった。 
 
 
表 3 会話文の数（性別） 
話者の性別 日本の小説 外国の小説 計 
























表 4 会話文の数（年齢層別） 
話者の年齢層 日本の小説 外国の小説 計 





















表 5 会話文の数（年齢層×性別） 
年齢層 女 男 計 





































表 6 会話モードの数（頻度 100 以上） 
会話モード 会話文数  会話モード 会話文数 
電話 11,250  録音音声 361 
方言 5,053  テレビ 246 
回想 3,132  インタビュー 224 
独話 2,478  江戸 204 
引用 1,600  鹿児島 176 
通信器 1,356  インターホン 159 
関西 1,319  夢 154 
テレパシー 907  京都 151 
大阪 740  英語 125 
外国人 409  歌 118 
憑依 374  驚き 115 
叫び 363  留守番電話 102 
 
表 7 方言による会話 
地域 会話文数  地域 会話文数 
関西 1,319  佐賀 42 
大阪 740  金沢 33 
江戸 204  北海道 28 
鹿児島 176  博多 23 
京都 151  九州 20 
名古屋 87  越後 3 




集計を行った11。表 8 がその結果である。もっとも多かった職業は「刑事」で，6,846 の会
話に登場している。全会話数の約 2.5%にあたる12。表 8 には，刑事以外にも，「警部，警部
                                                  








 補，警察官，警視」があり，これらの合計は 13,591 であり，全会話数の約 5％となる。同
じく，カテゴリとして多いのは「学生」であり，表 8 の「高校生，大学生，中学生，小学








表 8 職業別の会話数（頻度 500 以上） 
職業 会話文数  職業 会話文数  職業 会話文数 
刑事 6,846  教師 1,218  編集者 684 
高校生 6,523  作家 1,171  軍人 672 
会社員 3,663  小学生 1,159  僧侶 666 
警部 2,969  主婦 1,076  カメラマン 653 
探偵 2,834  警察官 1,069  秘書 648 
大学生 2,818  小説家 1,047  将軍 632 
武将 2,448  医師 900  王 602 
武士 2,251  学生 899  銀行員 574 
弁護士 1,913  医者 857  薬剤師 566 
警部補 1,868  検事 852  高校教師 544 
新聞記者 1,546  警視 839  俳優 526 
中学生 1,371  記者 827    
社長 1,316  私立探偵 734    
 
 また，職業の欄では，表 2 の話者の属性で「非人間」となっているものの実体を確認す
ることができる。表 9 に頻度 100 以上のものを示す。多くは特定のサンプルで集中的に用
いられたものが多い。 
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